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１．公共図書館は、子供から大人まで幅広い世代の人が利用しており、身近な日常の中に「がん
情報ギフト」という信頼できるがん情報があることで、がんについて正しく知ることに結びつく。

２．図書館には、がん以外のさまざまな分野の本があり、がんについての情報を得るだけでなく、
思考や気持ちを切り替えたり、探求心が芽生えたり、心が豊かになったり、自分探しにつながっ
たり、サポーティブケアとなることが期待できる。

３．病院(がん相談支援センター)と地域の図書館と大学がつながることにより、互いの強みを活
かして、地域で暮らす人たちに、がんになる前から、治療後の療養について実践的な情報を届け
られる。

４．市民が困った時に、適切な情報や相談できる場所がわかり、主体的に行動できるようになる。
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